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研究実績 

の概要 

１．研究の目的 

わが国の都市の多くは、近世城下町の都市プランを基礎として都市を構成している。

城下町は、16世紀末から19世紀にかけて織豊期の城下町を再編した計画都市である。吉

備国には、備中松山、津山、岡山、福山の4城下町が存在するが、都市プランの地域性に

ついては明らかになっていない。 

 本研究の目的は、近世に成立した吉備国４城下町を対象と

して、藩政期の町割を復原の上、都市空間構成面から比較・

検討しその特徴を明らかにすることである。 

２．研究の方法 

 まず、都市プランをよく知ることのできる既存の各種資料

をもとに、吉備国４城下町の町割を復原する。具体的には、

城下町都市が成立した藩政期の絵図（図１）等の史料（表１

＝Ⅰ.原図）に描かれた町割を、既存の研究資料等（表１＝Ⅲ.

参考資料）を参考に、現代の正確な地図：都市計画基本図（表

１＝Ⅱ.下図）上に復原する。次に、復原した各城下町を、都

市空間構成面から比較・検討し、吉備国城下町に通底する都

市プランの性格を考察する。 

表１ 城下町の都市プランの復原に用いた資料 

 

 

※ 次ページに続く 

図１ 備中松山城絵図 1644 
（出所：国立公文書館） 



 

研究実績 

の概要 

３．吉備国城下町の町割の復原 

 図２は、デジタルツールを用いて

吉備国４城下町の正保期の町割を、

各都市の最新の都市計画基本図上

に復原したものである。城下町を構

成する城郭、町地、武家地、社寺地

の位置と範囲、街道、地形、自然環

境の利用などに留意し、絵図上で抽

象的あるいは不明瞭に描かれてい

るものについては、既存の研究資料

などを参考にした。 

４．分析結果 

 その上で、復原した都市プラン

を都市空間構成面から比較検討

を行った（表２）。ここから、「城郭

の向き」、「環濠・土居」、「城下

町に占める町地の割合」に共通点が

あること。また、山地側（備中松山

・津山）と瀬戸内海側（岡山・福山）

とで「地形」や「町の構成」が分か

れること。さらに、備中松山をのぞ

く津山・岡山・福山の「町地のパタ

ーン」、「街路パターン」、「成立

類型」などには、経済的地域中心地

としての側面を見出せることを確認

した。 

５．今後の予定 

 今回の研究成果をもとに全国的な城下町の都市空間構成類型に照らし、吉備国城下町と

しての地域性や特殊性についての検討を進めたい。 

 

成果資料目録 

なし（成果の一部を日本都市計画学会「都市計画報告集」に投稿予定） 

 

図２ 復原した吉備国４城下町の町割 

 
表２ 吉備国４城下町の都市空間構成の比較表 


